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            研究会優秀論文推薦のことば

 若年層の羅患が多い子宮頸がんの予防啓発プロモーションを研究してきた著者は、

女子高生に対する啓発の重要性および家庭内の会話という独創的な着眼点を持ち、女

子高生と母親両者へのアンケー ト調査 ・分析を行った。さらに実際にリーフレッ トを

作成して配布 した。単なる調査研究を超えた実践を伴った研究であり、優秀論文 とし

て推薦する次第である。

                             慶應 義塾大学

                            総合政策学部准教授

                                秋山 美紀



高校生に向けた子宮頸がん予防啓発 プロモ一 シ ョン研究

                環境情報学部4年 川本 彩多利
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概 要

 本研 究は、女子高校 生 と母親を対象に、子宮頸がんに関す る意識、予防行動 と女性特有

の病気についての家庭内会話環境 の有無を調査す ることで、その関連を明 らかに し、女子

高校生に向けた子宮頸がん予防啓発のプ ロモーシ ョン戦略を策定す ることを 目的 としてい

る。アンケー ト調査 により、女子高校生は検診行動意図 と会話環境の有無 に関連が あ り、

母親 は子 どもの ワクチ ン接種予定の有無 と会話環境 の有無に関連 があるこ とが明 らか にな

った。 このことか ら、今後 の女子高校生に向けた子宮頸がん予防啓発プ ロモーシ ョン戦略

として、予防法 について の知識 の定着 と行動意 図の醸成を図 るため、家庭内で女性 特有の

病気について話す環境 を作ることを提案 した。

キー ワー ド:子 宮頸がん,ワ クチン,が ん検診,予 防啓発,コ ミュニケーシ ョン
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1.は じ め に

 第一章 では、本研究の 目的 と問題意識 について述べ た後、研究の全体構成 につい て説 明

す る。

1)研 究 目的と問題意識

 近年 、マスメデ ィアを介 して子宮頸がんとい う言葉が よく聞かれ るよ うになった。世 間

の子宮頸がんに対す る認知度の高ま りと共に、子宮頸がん ワクチンや検診への関心 の高 ま

りが期待 され るが、 どの世代において も平等に関心が高まっている とは考 えにくい。 自治

体 によっては子宮頸 がんワクチ ンの公費助成 を行 う自治体 もあるが、その対象の多 くは

小 ・中学生であ り、子宮頸がん検診は20歳 以上の女性 に対 して受診勧奨 されることが多 い

ため、 どちらも対象 となっていない高校生の関心が低いのではないか と予想 され る。五十

嵐の研究によると、約40%の 人が高校時に性交 を経験す るとい う結果 が出てい る(五十嵐哲

也2002)。 このことか ら、近年の子宮頸がんの罹患年齢の低 下の一要因 されている性 の低

年齢化(堀 内比佐子2008,荒 川一郎,新 野 由子2009)を 意識 した場合、高校生に向けた知識

普及は不可欠である。子宮頸がんの知識普及が性の低年齢化 自体に歯止めをかける効果 は

定かでないが、高校時に予防に関す る知識 を持つ ことによ り、 ワクチ ン接種、検診受診 の

行動意図へ影響 を与 え、将来的に子宮頸 がん死亡率の低下へつなげることができるのでは

ないか と考えた。

 本研究 は、女子高校生 と母親 を対象に子宮頸がんに対する意識 、その予防行動意 図 と女

性特有の病気についての家庭内会話環境 の有無 の関連 を調査す ることで、今後の子宮頸 が

んの予防啓発プ ロモーシ ョン戦略 の方向性 を探 ることを 目的 としてい る。女子高校生へ の

調査か ら、高校生への意識付 けの ヒン トを得、また、母親へ の調査か ら、女性 特有 の病気

についての家庭 内会話環境の有無が検診行動へ影響 を与 えるか どうか を明 らかにす る。そ

の上で、身近な存在である母親 との会話 による、継続的な知識の定着、意識変容、行動変

容の可能性 を明 らかに し、今後のプ ロモーシ ョン戦略 の方 向性 を提案す る。
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2)本 研究の構成

 本論文は七章構成で ある。第一章では、研 究 目的 と問題意識、本研究の構成 につい てま

とめている。第二章では、研究 目的 と問題意識 の背景 にある医療行政、メデ ィアや社会 の

現状 について述べる。第三章では調査方法、第 四章では分析結果 を記 し、第五章で は調査

結果 を受 けて考察 を行 う。その調査結果 を踏 まえた上で、第六章では今後のプ ロモー シ ョ

ン戦略の検討 を行い、プロモーシ ョンの実践 として行ったマテ リアル作成について述べる。

第七章では、総括 として、本研 究か ら得 られ た示唆 と共に、今後 のプロモーシ ョンの方向

性 についてま とめる。

  

  

  

                図1研 究構成図

               ※かっこ内の数字は章番号を示す。
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2ー背 景

第二章では、本研究の背景を医療行政 とメデ ィア ・社会の二面か ら論 じる。

1)医療行政

 子宮頸がんは、子宮の頸部にできるがんであ り、且PV(ヒ トパ ピローマ ウイル ス)の長期感

染が原因 とな り、発症する病気である。HPVに は様々な種類があるが、中でも特に16型 、

18型 が子宮頸がん罹患のハイ リスク型 と言われている。

 2009年9.月29日 、厚生労働省の薬事 ・食品衛生審議会薬事分科会が、 グラクソ ・ス ミ

スクライン株式会社製造の、子宮頸がんの原因 となる 且PVの 感染予防を 目的 とした ワクチ

ン 「サーバ リックス」の承認 を決 め、同年10月16日 、厚生労働省が正式承認 した。 この

ワクチ ンは16型 、18型 の二価 ワクチンで、半年間に3回 接種す ることによ り、HPVの 感

染 を最大で6.4年 間防 ぐとされている(グ ラクソ・ス ミスクライ ン株式会社)。現在の ところ、

ワクチ ン接種 にかかる費用 は、保険適用でなく、全額 自己負担 となってい る。 ワクチ ンの

公費助成 を行 うか どうかは各 自治体 に任 され てお り、2010年9.月26日 現在、277自 治体

で実施が決まっている(社団法人 日本女医会)。 しか し、この助成対象は主に小学校高学年 か

ら中学校の女子学生に限定 されてお り、女子高校生に対 して助成が行 われてい る地域 は多

くない。地域財政、費用対効果の面か らも、高校生が今後助成対象になる可能性は現状 で

は極 めて低い と言える。

 このよ うな流れの中で、子宮頸 がんは社会の注 目を集 めているが、 日本 にお ける検診受

診率の向上には結びついていない。検診 には、子宮頚部擦過細胞診の従来法 ・液状検体法、

HPV検 査を含む方法が あり、特 に子宮頚部擦過細胞診の従来法は定期的 に検診を受診す る

ことで死亡率を最大80%減 少 させ る効果がある(独立行政法人国立がん研究セ ンターがん対

策情報セ ンター2010)。 子宮頸がんは早期発見、早期治療 をすれ ば子宮 を温存す ることが

できることか ら、女性の心身の健康維持 において定期的な検診 は不可欠であ り、予 防啓発

は急務である。昨年度か ら20歳 以上5歳 刻 みで子宮頸 がん検診クーポンが発行 され、対象

者 は無料 で検診 を受け られ るよ うになったが、昨年度の検診率 は21.7%で 、依然 として伸

びてお らず、特 に20歳 の検診率が低い とい う結果であった(医療介護 CBnews by キ

ャリアブ レイン2010)。 子宮頸がんの認知度 と検診受診率の比例 していない ところか らも、

実際 に検診を受 けるとい うハー ドルは高い と考え られ る。

2)メ デ ィア ・社会

 昨年末の子宮頸がん ワクチン承認 をきっかけに、報道 メデ ィア等 で取 り上げ られ る機会

が増加 し、テ レビCMの 放映 も行われ るよ うになった。日経テ レコン21で 子宮頸がんをキ

ー ワー ドに記事の検索 を行ったところ、2005年 度16件 、2006年 度19件 、2007年 度17
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件 、2008年 度31件 、2009年 度27件 、2010年 度50件 であった(2010年 度のみ、2011年

1月10日 までの記事件数 とした)。 この ように年々増加傾向にあると言 える。

 マ スメディア以外 にも、子宮頸がんに関す る情報を発信 してい る団体は多 く見 られ る。

子宮頸がん ワクチ ンの製造元であるグラク ソ ・ス ミスクライ ン株式会社や子宮頸がん予防

4U、 一般社団法人ティール&ホ ワイ トプ ロジェク ト等は、ホームペー ジ上で一般向 けに情

報 を提供 してい る。

 また、教育機 関を通 した普及啓発活動 も活発 になってい る。女子大生 リボンムーブメン

トによる普及啓発活動や全国各地で医療従事者 による出張授業(福 島裕子2009,永 原郁子

et al.2008)が 行われてお り、今後 もこのよ うな普及啓発活動が広 く展開 され ることが予想

され る。
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3-調 査 方 法

 第三章では、本研 究の調査方法 を説 明す る。第一節 は調査対象者 について、第二節 は調

査票の内容について、第三節 では調査期間について、第四節 では統計解析 についてそ の詳

細 をま とめる。

1)対 象者

 全 日制の高等学校に在籍す る15歳 か ら18歳 までの女子高校生 と、子 どもを持つ母親 を

対象 とし、アンケー ト調査 を行 った。調査対象者は、大学訪問 をしていた女子高校生や知

人への依頼等、コンビニエ ン トサ ンプ リングによ り選定 した。調査票の回収総数 は、女子

高校生78名 、母親75名 で、その内女子高校生の娘 を持つ母親は51名 であった。回答 を得

た女子高校生 と母親の内訳 を、表1、 表2に 示 した。女子高校生の調査対象者 は、都 内私立

大学付属A高 校35名 、B高 校7名 、香川県内の公立C高 校8名 、その他神奈川県、埼玉

県内の公 立 ・私立高校28名 である。なお、A高 校 は全国各地か ら生徒が集 まってお り、回

答者 の出身地は東京都 、神奈川県、埼玉県、愛知県、京都府、香川県、福岡県であった。

母親 の調査対象者は、神奈川県 ・埼玉県7名 、東京都11名 、香川県57名 であった。なお、

今回の調査では、高校生が子宮頸がんワクチンの公費助成対象 となっている自治体 に住ん

でい る対象者は女子高校生、母親共にいなかった。

         

     

          

     

     

     

     

              表1調 査対象者(女子高校生)

                表2調 査対象者(母親)
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2)調 査票

 調査票は、女子学生対象 と母親対象 の二種類 を作成 した。質 問項 目は以下の通 りで ある。

なお、質問票は付属資料1、2と して添付す る。

【内容】

① 女子学生対象調査票

 Q0.本 人の年齢 と母親 の年齢

 Q1.子 宮頸がん とい う病名 の見聞の有無

 Q2-1.子 宮頸がん ワクチ ンの存在の認知

 Q2・2.ワクチ ンの接種状況 と希望の有無(前間で 「知っている」 と回答 した者 のみ回答)

 Q3.将 来の検診行動について

 Q4-1.女 性特有の病気 についての家庭内会話頻度

 Q4・2.会話のきっかけ(前 間で 「目常的に話す」 「きっかけがあれば話す」 と回答 した者 の

 み回答)

 Q4-3.子 宮頸がんについての会話の有無(前 々問で 「日常的 に話す」 「きっかけがあれ ば話

 す」 と回答 した者のみ回答)

② 母親対象調査票

 Q0.年 齢

 Q1.子 宮頸がん とい う病名の見聞の有無

 Q2.子 宮頸がん検診 の受診経験有無

 Q3.子 宮頸がんワクチ ンの存在の認知

 Q4・1.女性特有の病気についての家庭 内会話頻度

 Q4-2.会 話のきっかけ(前間で 「日常的に話す」 「きっかけがあれ ば話す」 と回答 した者 の

 み回答)

 Q4ー3.子宮頸 がんについての会話の有無(前 々問で 「日常的に話す上 「きっかけがあれば話

 す」 と回答 した者 のみ回答)

 Q5.子 どもの子宮頸がんワクチ ン接種予定の有無(女 子高校生の娘 を持つ者 のみ回答)

3)調 査期間

 調査は2010年10,月 上旬か ら11月 下旬の問に実施 した。

4)統 計解析

 質問項 目毎に度数、パーセンテー ジを示 した。年齢 と各設問の群 問比較、Q4・1と 各設問

の群間比較については、 2x検定お よびFisherの 直接法 を採用 した。統計 ソフ トには、 日

本 アイ ・ピー ・エム株式会社のSPSS Statistics 17.0を 使用 し、検定においては有意水準 を

両側検定で5%未 満 とした。
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4.分 析 結 果

 第四章では、女子高校生調査、母親調査の二節 に分けて、アンケー トの調査結果 をま と

める。なお、 これ以降、特 に記載のない場合 、「家庭内会話環境」は女性特有の病気につい

ての内容 を指す こととす る。

1)女 子高校生調査結果

 女子高校生対象調査の記述統計結果 と年齢別結果 を項 目毎 に集計 し、表3に 示 した。Q1

子宮頸がん とい う病気を聞いたことがある人 は67人(85.9%)、Q2-1子 宮頸がんワクチンの

存在 を知 ってい る人は47人(60.9%)で あった。Q2ー1子 宮頸がん ワクチンの存在 を知 ってい

る人の内、既に接種 している人 は9人(19.1%)、 接種 したい と考えている人 は34人(72.3%)、

接種 した くない と考えている人は3人(6.4%)で あった。Q3将 来の検診行動 について、必ず

行 くと回答 した人 は5人(6.4%)、 行 くと思 うと回答 した人は51人(65.4%)、 行かない と回

答 した人は22人(28.2%)で あった。Q4-1女 性特有の病気の会話頻度 について、 日常的 に話

す と回答 した人は2人(2.6%)、 きっかけがあれ ば話す と回答 した人は51人(65.4%)で あっ

たが、これ を合算 して 「話す環境がある」 とま とめて集計 した。全 く話 さない と回答 した

人は25人(32.1%)で 、 これ を 「話す環境がない」 として集計 した。Q4-2話 す きっかけにつ

いては、Q4-1で 話す環境がある人53名 のみの回答を集計 した。メデ ィアか らの情報 と回

答 した人は39人(73.6%)、 身近な人の病気 と回答 した人は12人(24.5%)で あった。Q4-3で

は、はい と回答 した人 は27人(50.9%)、 いいえと回答 した人は26人(49.1%)で あった。な

お、女子高校生の調査 を年齢別に集計 したが、Q1か らQ4-2ま での設問において、統計学

的有意差は見 られ なかった。Q4-3はP=o.018で あったが、 Nが 少ない ことによる誤差が生

まれ てい るもの と思われる。
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                             全体  年齢              P値

                                15歳   16歳  17歳  18歳

 Q1.子 宮頸がんという病名を聞いたことがありますか。はい       N   67   13   25   14   15 0.264

                           %1    85.91    86.71    78.11  100.OI    88.2

 Q2-1.ワ クチンの存在 を知っていますか 。     はい        N    47   11   19   7   10 0.634

                           %     60-3     73.3    59.4    50す0     58.8

 Q2-2.ワ クチンを接種 したいと思ったことはあります 既に接種済み    N    9   5   2   1   1 0.132

 フ5、。                                                      96     19.1     45.5     10.5     14.3    10.0

                   接種したい     N    34   4   16   6   8

                            1    72.31    36.41    84.21    85.71   80.0

                   接種したくない   N    3   1   1   0   1

                            1     6.41     9.11     5.31    0.OI   10.O

 Q3.将 来定期的に検診を受けに行くと思いますか。 必ず行く     N    5   1   2   0   2 0.898

                            1     6.41     6.71     6.31    0.OI   11.8

                   行くと思う     N    51   11   20   9   11

                            1    65.41    73.31    62.51    64.31   64.7

                   行かない      N    22    3   10    5    4

                           96     28す2      20     31.3     35.7    23.5

 Q4-1.女 性特有 の病気について、ご家族 と話すことは 話す環境がある   N    53   7   25   8   13 0-122

 ありますか。                          g6   67.9  46.7  78-1  57.1  76.5

                   話す環境がない   N   25   8   7   6   4

                           %      32.y     53す3     21-9     42.9     23.5

 Q4ー2.どのようなきっか けで話すことが多いですか 。 メディァからの情報  N    39   5   19   7   8 0.708

                            1    73.61    71.41   76.OI    87.51    61.5

                   身近な人の病 気   N    13   2   6   1   4

                            1    24.51    28.61   24.OI    12.51   30.8

 Q4-3-子 宮頸がんが話題にのぼったことはあります はい       N   27   8   10   5   5 0-459

 カ、o                                                      %      50-9     53.3     31.3     35.7     29,4

        表3女 子 高 校 生 対 象 ア ン ケ ー トの 記 述 統 計(N=78)、 年 齢 別 ク ロ ス 表

※Q4-1は 「日常的 に話す」 「きっかけが あれば話す」 と回答 した人 を 「話 す環境 にあ る」 とま とめて集計。

※Q4-2、 Q4・3はQ4.1「 話す環境 がある」 と回答 した人のみ集計。 N=53

 Q4-1家 庭 内会話 環境 の有無 とQ2-1子 宮頸 が ん ワクチ ンの存 在 の認 知 の関係 を、表4に

示 した。 調査 票 で は、Q4-1の 選 択肢 を 「日常的 に話 す」、 「き っか けが あれ ば話す 」、 「全 く

話 さない 」 の三 択 と した が 、集 計 に あた り、 日常 的 に話 す 又 は き っか けが あれ ば話 す と回

答 した人 を 「話 す環 境 が あ る」群 と して合 算 し、全 く話 さな い と回答 した人 を 「話 す 環 境

が ない 」群 と して集 計 した。 ワ クチ ンの存在 を知 ってい る人 の 内、話 す 環境 が あ る群 は36

人(76.6%)、 話 す 環境 が ない群 は11人(23.4%)で あ った。これ に対 し、Q2-1で ワクチ ンの存

在 を知 らない と回答 した人 で は、Q4-1で 話 す環 境 が あ る群 は17人(54.8%)、 話 す 環境 が な

い群 は14人(45.2%)で あった。p値 は0.052で あった。
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          表4女 子高校生対象アンケー トQ4・1とQ2-1の クロス表

※Q4・1.で 「日常的 に話す」、 「きっかけがあれ ば話す 」 と回答 した人を、 「話す環境 にあるJ群 としてま とめ、 「全 く話 さない」 と回答 し

た人 を 「話す環境 がない」群 として集計 した。

 Q2・2ワ クチンの接種状況 と…接種希望の有無 とQ4・1家 庭内会話環境の有無の関係 を表5

に示 した。Q2・2に ついて、既 にワクチンを接種 していると回答 した人 と接種 したい と回答

した人を 「接種済み又 は行動意図あ り」として合算 し、接種 したくない と回答 した人 を 「行

動意図な し」 とした。 また、Q4・1で 日常的に話す又はきっかけがあれ ば話す と回答 した人

を 「話す環境がある」 として合算 し、全 く話 さない と回答 した人を 「話す環境がない」 と

して集計 した。話す環境がある群では、「接種済み又は行動意図あ り」が34人(94.4%)、 「行

動意図な し」が2人(5.6%)で あ り、話す環境がない群では、 「接種済み又は行動意図あ り」

が9人(81.8%)、 「行動意図な し」が1人(9.1%)で あった。p値 は0.229で あった。

          表5女 子高校生対象アンケー トQ4-1とQ2-2の クロス表

※Q2・1-で 「はい」 と回答 した人のみ集計。

※Q2.2.で 「既 に接種 している」、 「接種 したい」 と回答 した人を 「接種済 み又は行動意 図あ り」と して合算 し、「接種 した くない」 と回答

した人を 「行動意図 な し」 と して集計 した。

※Q4・1.で 「日常的に話す」、 「きっかけがあれば話す」 と回答 した人 を、「話す環境が ある」群 として合 算 し、 「全く話 さない」 と回答 し

た人を 「話す環境が ない」群 として集 計 した。

 Q3将 来の検診受診行動 とQ4・1家 庭内会話環境の関係 を表6に 示 した。Q3で 必ず行 く又

は行 くと思 うと回答 した人 を 「行動意図あ り」として合算 し、行かない と回答 した人 を 「行

動意図な し」 とした。 また、Q4-1で 日常的 に話す又はきっかけがあれば話す と回答 した人

を、 「話す環境がある」群 として合算 し、全 く話 さない と回答 した人 を 「話す環境が ない」

群 として集計 した。話す環境にある群では、行動意図あ りが42人(79.2%)、 行動意図な し

が11人(20.8%)で あ り、話す環境な し群では、行動意図あ りが14人(56.0%)、 行動意図な
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し群 が11人(44.0%)で あっ た。「行動 意 図 あ り」の 内、検 診 に必 ず行 くと回答 した人5人 は、

全員 、家庭 内会話 環境 があ る と回答 して い る。p値 は0.052で あった。

         表6女 子高校生対象アンケー トQ4・1とQ3の クロス表

※Q3.で 「必ず 行 く」 「行 くと思 う」 と回答 した人 を 「行動意 図あ り」 として合算 し、「行 かない」 と回答 した人を 「行動意図な し」 と し

て集計 した。

※Q4.1.で 「日常的 に話す 」、 「きっかけが あれば話す」 と回答 した人を、 「話す環境 がある」群 として合算 し、 「全 く話 さない」 と回答 し

た人 を 「話す環境 がない」群 として集計 した。

2)母 親調査結果

 母親対象調査の記述統計結果 と年齢別結果 を項 目毎 に集計 し、表7に 示 した。Q1子 宮頸

がん とい う病名 を聞いたことがある人は74人(98.7%)で あった。Q2検 診受診経験有無 につ

いて、定期的 に受 けてい ると回答 した人は44人(58.7%)、 定期的ではないが受 けたこ とが

あると回答 した人 は20人(26.7%)、 受 けたことがない と回答 した人は11人(14.7%)で あっ

た。Q3子 宮頸 がん ワクチンの存在 の認知 について、知ってい る人は60人(80.0%)で あった。

Q4-1女 性特有 の病気に関す る家庭 内の会話頻度 について、 目常的に話す、 きっかけがあれ

ば話す と回答 した人を合算 して 「話す環境がある」とし、全 く話 さない と回答 した人を 「話

す環境がない」として集計 した。話す環境 がある群は65人(86.7%)、 話す環境 がない群 は8

人(10.7%)で あった。Q4・2話 す きっかけとして多いものを尋ねた ところ、メディアか らの情

報 と回答 した人は35人(53.8%)、 身近な人の病気 と回答 した人は29人(44.6%)で あった。

Q4-3子 宮頸がんが話題 に上った ことがあるか とい う質問に、はい と回答 した人は45人

(69.2%)で あった。Q4・2、 Q4-3に ついてはQ4-1に て 「日常的に話す」、「きっか けが あれば

話す 」を選択 した人の回答のみ を集計 した。Q5子 どもの子宮頸がんワクチン接種予定の有

無 について、既 に接種済み と回答 した人は0人(0.0%)、 接種予定であると回答 した人は14

人(27.5%)、 今 の ところi接種予定はない と回答 した人は35人(68.6%)、 今後 も接種予定 はな

いと回答 した人は2人(3.9%)で あった。この設問は、女子高校生の子 どもを持つ母親51人

の回答 のみ を集計 した。なお、年齢別 に各設問の結果 をま とめたが、 どの設 問において も

統計学的有意差はなかった。
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                                全体   年齢            p値

                                    3011      40f廷      50¢t

 Q1.子 宮頸がんという病気を聞いたことが はい           N    74   16   32   26  1.000

 ありますか。                          g6   98.7  100すO   g7.0  100n

 Q2,子 宮頸がん検診を受けたことがありま 定期 的に受 けている     N    44    9   22   13  0・095

 すか。                             %    58.7   56-3   66.7  50-0

                 受けたことがある      N    20    5    4   11

                               1     26.71     31.31     12.11     42.3

                 受けたことがない      N    11    2    7    2

                              96       14-7      12す5      21.2      7.7

 Q3.子 宮頸がん ワクチンの存在を知ってい はい           N    60   13   27   20  0・931

 ますか。                            %    80.0   81す3   81.8   76.g

 Q4-1,女 性特有 の病気 について、ご家庭内 話す環境が ある       N    65   13   30   22  0・490

 で話すことはありますか。                      %    86.7   81.3   90.g  84.6

                 話す環境がない       N     8    2    2    4

                               1     10.71    12.51     6.1 1    15.4

 Q4-2.ど んなきっかけで話すことが多いで メディアからの情報      N    35    8   16   11  0-800

 すか。                             96   53.8  61ー5   53.3  50.0

                 身近な人の病気       N    29    5   14   10

                              %       44.6      38.5      46-7      45す5

 Q4-3.子 宮頸 がんが話題にのぼったことば はい            N    45   12   24   11  0.084

 ありますか 。                           %    6g.2   75.0   72.7   42.3

 Q5.お 子様に子宮頸がんワクチンを接種さ 既に接種済み        N     O    O    O    O  0・087

 せる予定はありますか。                     %    0.0   0.O   o.0   0.0

                 接種 予定がある       N    14    2   10    2

                               1     27.51     12.51     30.31      7.7

                 今のところ接種予定 はない   N    35    7   12   16

                               1     68.61     43.81     36.41     61.5

                 今後も接種予定 はない     N     2    0    0    2

                               1      3.91     0.OI     O.OI      7.7

           表7母 親 対 象 ア ン ケ ー トの 記 述 統 計(N=75)、 年 齢 別 ク ロ ス 表

※Q4・2「 その他:入 院 してい る祖母 について」 と回答 した対象者を 「身近な人の病気」に含 めて集計 した。

※Q4-2、 Q4-3はQ4.1で 「日常的に話す」、「きっかけがあれ ば話す」 と選択 した回答 者のみ集計。 N=65

※Q5は 高校 生の子 どもがい る人のみ集計。 N=51

 Q4-1家 庭内の会話環境 の有無 とQ2検 診行動の関係 を表8に 示 した。Q2で 定期的に受け

ている、定期的ではないが受 けたこ とがあると回答 した人を 「受診経験がある」 と して合

算 した。 また、Q4-1で 日常的に話す、きっかけがあれば話す と回答 した人を 「話す環境 が

ある」群 として合算 し、全 く話 さない と回答 した人 を 「話す環境がない」として集計 した。

話す環境 がある群の内、受診経験がある人は56人(86.2%)、 受診経験のない人は9人(13.8%)

であった。話す環境がない群 では、受診経験がある人は6人(75.0%)、 受診経験 のない人 は

2人(25.0%)で あった。p値 は0.598で あった。
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               表8母 親対象アンケー トQ4・1とQ2の クロス表

※Q2で 「定期 的に受診 してい る」 「定期的ではないが受診 した ことが ある」 と回答 した人 を 「経験 がある」 として合算 して集 計 した。

※Q4・1で 「日常的に話す」 「きっかけがあれば話す」を選択 した回答者 を 「話す環境 にある」群 として合算 し、「全 く話 さない」 と回答

した人 を 「話す環境 がない」 として集計 した。

※Q4'1無 回答 者は除 く。

 家庭 内会話 環境 の有無 と子 どもの ワクチ ン接種 予定 有 無 の関係 を表9に 示 した。 接 種 予

定が ある人 の 内、話す 環境 が ある人 は13人(100%)、 全 く話 さな い人 は0人(0.0%)で あ っ た。

今 の とこ ろ接 種す る予定 は ない と回答 した人 の 内、話 す環 境 が あ る人 は30人(85.7%)、 全

く話 さない人 は5人(14.3%)で あ った。 今 後 も接 種 す る予 定 はない と回答 した人 の 内、 話 す

環 境 が あ る人 は0人(0.0%)、 全 く話 さな い人 は2人(100%)で あっ た。p値 は0.007で あ っ

た。

                        Q5子どもの子宮頸がんワクチン接種予定有無について      p値

                  接種済み     接種予定がある  今のところ予定はな 今後も予定はない

  Q4-1女 性特有の病気 話す環境 があ N __  _  0   _._.13.__-ー_  30.__ー___-  0 0.007

  についての家庭内会(N=43)   喫       0.0      100.0      85.7       0.o

  話環境の有無 話す環境がなしN   。   。   5   2

           (N=7)      1%1           0.01          0.OI          14.31         100.0

               表9母 親対象アンケ0トQ4・1とQ5の クロス表

※Q4-1で 「日常的に話す」 「きっかけがあれば話す」を選択 した回答者 を 「話す環境 にある」群 として合算 し、「全 く話 さない」 と回答

した人 を 「話す 環箋 がない」 として集計 した。

※Q4・1無 回答者は除 く。

※Q5は 女子高校生の娘 を持つ母親の回答 のみ を集計 した。
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5.考 察

 第五章 では、第 四章の分析結果 を元に、女子高校 生対象 の調査 と母親対象の調査 か ら得

られた知見をま とめる。

1)女 子高校生調査

 病名 の認知 は85.9%、 ワクチンの認知 は60.3%と 、非常に認知度が高い ことが分かった。

年齢別で見ると15歳 のワクチンの認知度が他 と比べて高かつたが、学校 の授業で子宮頸が

んについて学んだ経験がある等、他の年齢 と区別す る特別 な環境 はな く、子宮頸がん ワク

チンを既に接種 している人が15歳 で5人(45.5%)と 、他の年齢 より多かったことがQ2の 回

答 を偏 らせた一因 と考 えられ る。

 ワクチ ン接種意向については、対象者の91.4%が 接種済み又は接種 したい と回答 し、将

来の検診行動意図については、対象者の71.8%が 検診 に前向きな考えを示 した。 これ は、

マス メデ ィア による予防啓発の効果が表れていると言 えるのではないだろ うか。 しか し、

既 にワクチンを接種 してい る9名 中1名 が、検診 に行かない と回答 してお り、ワクチンを

接種 していれば罹患 しない とい う考 えの下、そのよ うな回答 を してい ると予想 され る。子

宮頸がん ワクチンの認知度 の高ま りは評価すべきであるが、ワクチ ンが 且PVに 対 して万能

でない とい う正 しい理解 を促す必要がある。

 また、会話環境 と行動意図の関係 について、家庭 内会話環境がある群 とない群 を比較 し

た ところ、統計学的有意差 はない ものの、 ワクチ ン接種や検診行動 について好意的 な回答

を している人は、いずれ も家庭 内会話環境がある群 の方が多かった。特に検診に関 して、

会話環境 のある群 とない群で行動意図のある人 のパーセ ンテージに差が出てい る。計画的

行動理論 によると、行動意図は個人の態度、主観的規範、行動 コン トロール感に影響 され

る(Karen Glanz, Barbara K. Rimer&Sharyn M. Su 2005/09/15)。 ワクチンと検診 を比較

した場合 、ワクチンには医療費等の経済的 コス トが、検診 には苦痛や抵抗感等の精神的 コ

ス トがかかる。 高校生は親の庇護下にあることか ら、ワクチンの経済的 コス トを本人 が支

払 うとは考 えに くく、本人が行動意図を持つに至 る障害にはならない。 しか し、検診 にお

ける精神的 コス トは本人 に負担 のかかることであ り、これ が障害 とな り行動 コン トロール

感 に影響す るもの と思われ る。今回の調査結果で家庭内会話環境 の有無によ り検診行動意

図に差があった ことか ら、家族 との コミュニケーシ ョンが主観的規範形成や行動 コン トロ

ール感 に影響 を与え、行動意図を生み出す一要因 となっていることが示唆 された。

 今回、アンケー ト回答者 の約73%(57人)が 私立高校 に通 う女子高校生であり、家庭 の経

済状況、学力共に全国平均 よ り高い ことが予想 され る。そのため、この調査結果 は平均的

な女子高校生の傾 向である と断定はできない。 しか し、学力、経済水準が高い集団 におい

ても、全員 が行動意向を持 っているとは限 らない ことは明らか となった。
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2)母 親調査

 病名 、ワクチンの認知度、検診受診率は非常 に高 く、意識の高 さが窺 える。独立行政法

人国立がん研 究セ ンターがん対策情報セ ンター発表 の子宮頸がん検診受診率 と都道府 県別

検診受診率を付属資料3、4に 添付 した。発表 されている全国の検診受診率は2004年 度

20.8%、2007年 度21.3%で ある。今回の調査における定期的な検診受診者は全体の58.0%

であ り、 これ らの結果を大 きく上回っている。対象者出身地の76.0%を 占める、香川 県の

検診受診率は全国平均 を超 えているものの、23%前 後であ り、東京都、神奈川 県、埼玉県の

検診受診率は全 国平均以下である。 よって、地域性が原 因 とな り、 このよ うな差が出た と

は考えにくい。今回の調査 回答者の約68%の 母親は働 いてお り、会社の健康診断等で検診

を受診 している可能性 があること、また、回答者 が高い健康意識 を持っている人 に偏 って

い る可能性があることが原因 として考 えられる。

 今 回の調査で、過去 に検診受診経験のある人 は26.7%、 未受診者 は14.7%で あった。現

在、妊娠時 に検診 を行 う病院があることか ら、検診受診経験がある人は多 くいる と想 定 さ

れ るが、その後 の継続的な検診受診行動に至っていない ことが、不定期受診者数 に表れて

い る。検診行動 と家庭 内会話環境の有無 との関係 には差がなかった ことか ら、検診 を実際

に受ける年齢 に達 している人 は、家庭内の会話環境の有無 による意識変容は起 こらない こ

とが明 らか となった。母親の意識変容 は、個人の意識、家族以外の人間関係等が要因 とし

て考 えられるが、本調査では解 明できていない。

 また、対象者 の健康意識の高 さは検診受診率には表れ たものの、子 どもの ワクチ ン接種

予定がある人は全体の約30%に 止まってお り、検診受診率ほ ど高いパーセンテージを示 し

ていない。 ワクチ ン接種 を トラ ンスセオ レテ ィカルモデル(Karen Glanz, Barbara K.

Rimer&Sharyn M. Su 2005/09/15)に 当てはめると、接種予定あ り群 は準備期、今の とこ

ろ接種す る予定 はない群 は関心期、今後 も接種す る予定はない群 は非関心期 となる。 家庭

内会話環境の有無 との関係 において、準備期 である13名(100%)は 家庭内会話環境 があると

回答 、非関心期2名(100%)は 家庭内会話環境がない と回答 してお り、明 らかな差が見 られ

る。本調査では、対象者の中に子宮頸がんワクチンの公費助成が行われている 自治 体に住

む人がいないため、対象者 は全員、 ワクチン接種 について全額 自己負担 の条件の下で回答

している。現状 では、子宮頸がん ワクチンは高額 であることか ら、家庭内での話 し合 いが

必須であ り、そのよ うな会話 のできる環境 があることが、準備期 ・行動期へ移行す るため

の必須条件 となってい ると推察 された。
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6.プ ロ モ ー シ ョ ン 戦 略 の 策 定

 第 六章 で は 、ア ンケー ト調 査 か ら得 られ た知 見 を元 に 、今 後 のプ ロモ ー シ ョン戦 略 の方

向性 とそ の実践 につ いて ま とめ る。

1)プ ロモー シ ョン戦 略 の検 討

 子 宮 頸 がん に 関す る コ ミュニ ケー シ ョンに おい て、効 果 的な介入 方 法 はClient reminders、

Small media、 One-on・one educationと され て い る(Center fc)r Disease Control and

Prevention)。 先 に述 べ た よ うに、現在 、全 国各 地で保 健 師や 看護 師 等 の医療 従 事者 か ら、

高校 生 に対 し、子 宮 頸 がん を含 めた性 に関す る啓発 活 動 が行 われ てい る(福 島裕 子2009,永

原郁 子etal.2008)。 しか し、子 宮頸 が んの グルー プ教 育 に 関 しては 、そ の効 果 が証 明 され

て い ない(Center fbr Disease Control and Prevention)。 よって 、本研 究 で は リー フ レッ ト

等 の スモール メデ ィア とOne・0n-one educationを 禾IJ用したプ ロモー シ ョン戦 略 を軸 に考 え

た い。

 One-onーone educationを 行 う場 と して考 え られ るの は 、学校等 教 育機 関で あ るが 、保 健

師等 の資格 を持 っ て い ない一 個 人 が簡 単 に実 行 で き る もので は ない。 また 、計 画 的行 動理

論 で は、行 動 意 図 に影 響す る主観 的 規範 は、 そ の人 に とって重 要 な人 が そ の行 動 に つ い て

賛成 す る か否 かにつ い て の信 念 で あ る と定義 され てい る(Center for Disease Control and

Prevention)。 そ こで 、 高校 生 に とっ て身 近 で あ り、且 つ 重 要 な 存在 で あ る母 親 との 間で

One-on・one educationが 行 われ る こ とに よ り、 よ り高 い啓発 活動 効 果 が得 られ るの で は な

い か と考 え た。 三村 らの研 究 で は、 内容 を説 明せ ず に リー フ レ ッ トを配 布す るだ け で も態

度や 知識 を改 善す る効 果 が得 られ る と報告 され て い る(三 村 明沙美,須 藤 紀子&加 藤 則

子2010)。 ま た、 家庭 内で の会 話 を通 した意識 変容 や行 動 変容 を期待 す る際 、 リー フ レ ッ

トの よ うに情 報 が形 とな っ てい る もの が あ る と望 ま しい変化 につ な が る可能 性 が 高 い とい

う報 告 が ある(遠 藤 明et al.2005)。 以 上か ら、 リー フ レ ッ ト配布 効果 に加 え、最 終 的 に母

親 と女子 高校 生 の問 でOne・on.one educationが 行 われ る段 階 に至れ ば 、 よ り高い 知識 定着

効果 と行 動変 容 を期 待 で き る と考 え られ る。 それ に加 え、 このプ ロモ ー シ ョン を よ り効 果

的 に実 践す るた め に、 予 防啓 発 リー フ レ ッ トは母親 と女 子 高校 生 が一 緒 に子 宮 頸 が ん につ

い て考 え る場 を提 供 で き る よ う配 慮 して作成 され る こ とが望 ま しい。

 次 に、 リー フ レ ッ ト内容 につ いて の検 討 を行 い た い。 高校 生 の調 査 で 、 ワ クチ ン を接 種

してい るが 、将 来検 診 には行 か ない と回答 して い る人 がい た よ うに 、世 間 に ワ クチ ン の効

果 を過信 してい る人 が他 に もい る とい う可 能性 は否 定 で きな い。 ま た、 母親 の調 査 に おい

て 、検診 受診 経 験 は あ る ものの 、定期 的 な受 診 を して いな い人 が26.7%お り、認 知 度 は高

くて も定期 的 な受診 に至 っ てお らず 、過 去 の受 診 経験 が罹患 して い ない とい う自信 を与 え

て い る可 能性 も否 定で きない。 よって 、今 後 の予 防啓 発 プ ロモ ー シ ョンに は、 予防 法 に誤
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解 が生まれやすい点 に留意 しなが ら、内容 を決 めなければな らない。本研究結果か ら、認

知度 の高 さは士分確認す ることができ、予防行動への前向きな考えを窺 えるこ とか ら、子

宮頸がん とい う病気そのもの よりも、予防行動への意識づけが重要であると言える。また、

ワクチ ンの万能性や検診受診頻度 について誤解 を与 えない よ う、 ワクチ ンの限界 と検診頻

度 な ど具体的な行動指針 を提示すべ きであると考 える。

 現在、子宮頸がんについてマスメデ ィアで取 り上げ られ る頻度が高い ことか ら、 ワクチ

ン接種や検診受診 は良い ことである とい う社会規範はでき始 めている。 しか し、その よ う

な風潮の中で も、本調査で検診受診意向のない高校生が約30%い ることか ら、今後 も予防

啓発 には力 を入れる必要があると言 える。思春期の認識 によ り、 ワクチ ン接種や将来 の検

診行動意向を生む可能性 が示唆 され ることか ら、子宮頸がんが 自分に無関係 な病気 ではな

いこ とをできるだけ早い段階で認識 させ るべ きであると考える。

2)プ ロモーシ ョンマテ リアルの作成

 作成 した リー フレッ トは、藤沢市健康メ ッセ と慶應 義塾大学湘南藤沢キャンパスで行 わ

れ た秋祭 で配布 した。先行研究の中には、性教 育現場 で男女 どちらにも同 じよ うに情 報提

供 を している例(福 島裕子2009,永 原郁子et al.2008)が 見受 けられたが、男女間で子宮頸

がん とい う病気 の受 け止め方が異 なる可能性があ り、ターゲ ッ トを広 げた状態で リー フレ

ッ トを作成す ることは、訴求効果 の低減 を招 く/IYiれがあると思われる。 したがって、予防

啓発対象者 は女子高校 生に限定 し、予防法 を中心 とした内容 の リーフ レッ トを作成 した。

この リーフ レッ トをきっかけに、家族内での子宮頸がんに対す る意識 を高めることを最終

的 な 目標 としてい る。 よって、母親 が子 どもヘ リー フ レッ トを手渡す際にOne-on-one

educationの 機会が生まれ るよ う、配布対象は母親 とした。作成 した リーフ レッ トを付属資

料5に 、藤沢健康メ ッセでの配布 の様子 を付属資料6に 掲載 した。
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7-総 括

 第七章では、本研 究の総括 として、高校生 に向けた予防啓発 プロモー シ ョン戦略の可能

性 について論 じる。本研究では、三点の示唆が得 られた。

 第一に、現在 、子宮頸がんは世間に広 く認知 され ている とい うことである。2009年11

月下旬か ら12月 初旬にかけて秋山美紀研究会で実施 した慶應 義塾大学の女子大学生対象の

アンケー トでの認 知度は92%(付 属資料7)で あ り、今 回の調査でも女子高校生、母親 ともに、

病名 ・子宮頸がん ワクチンの認知度の高 さが窺 えた。しか し、認知度 こそ高かったものの、

情報 の被 提供者が子宮頸がん ワクチンに対す る正 しい理解 を してい るか どうかは、不 明確

であ ることが分かった。 この結果か ら、今後 はワクチ ンに対す る正 しい理解 を促 し、検診

行動へつなげる啓発 を行 う必要がある。

 第二に、対象を高校生に限定 した予防啓発プ ロモーシ ョンとしては、女性特有の病気 に

ついての家庭内会話環境の醸成 とい う方 向性が有効である とい うことである。本調査結果

か ら、高校生 においては行動意図 と家庭 内会話環境の有無は密接 に関係 していたが、母親

においては行動意 図 と家庭 内環境 の有無に関係 が見 られ なかった。 このよ うな異な る結果

が生 まれた原因の一つ として、それぞれを取 り巻 く環境 の違いが挙げ られ る。調査対象 の

母親 ほ どの年齢 になる と、検診や病気その もの について、家族以外の人 とコミュニケーシ

ョンを取 る機会があるため、家庭内会話環境だ けに行動意図が左右 され ない。 しか し、高

校生 は家族以外の人 と子宮頸がんについてのコミュニケーシ ョンを取 る機会が少ない ため、

行動意図は家庭内会話環境に左右 され ると考え られ る。よって、女性特有の病気について、

家庭 内で会話環境 を作 ることによ り、高校生の行動意図の高ま りが期待できる。

 第三 に、ワクチン接種に関 しては、高校生ではなく、母親へ のプ ロモーシ ョンが必要 と

い うことである。 ワクチン接種の最大の行動阻害要因であると考 えられ る経済的 コス トは、

保護者が負担す ると考 えられ るためである。母親が トランスセオ レティカルモデル 上の ど

のステージにい るかによって、必要 とす る情報や家庭内で行われ る会話内容 は異な ると想

定 され るため、今後 は各ステージで必要 としている情報 の傾 向を見極 め、セ グメン ト毎 の

プ ロモーシ ョンを展開する必要がある。

 なお、本調査で、行動意 図 と会話環境 の関係 の示唆は得 られたが、女性特有の病気 につ

いて、個々人が高い意識 と行動意 図を持 っているか ら会話環境が生まれ るのか、会話環境

があるか ら高い意識 と行動意図が生まれ るのか とい う因果についての解明はできていない

ため、その点 を検証す る必要 がある。また、調査対象者 に偏 りがあ るた め、今後、対象 の

属性 が変わった としても一定 のプ ロモーシ ョン効果 を得 られるか ど うかの検証 も行 う必要

がある。
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資料72009年 度 秋山美紀研究会子宮頸がんグループ調査結果

目的:子 宮頸 がんの認知度 、検診 の受診状況 を明 らかにす ることによって、子宮頸がん検

   診 の受診率 を向上 させ るヘル ス ・プロモーシ ョンの方法を探 る

対象者:慶應 義塾大学の学部生(女 子学生のみ)Nコ95

調査期間:2009年11月 中旬か ら12A上 旬

回収方法:調 査票 を手渡 し、その場で回収

            表 2009年 度秋 山研究会調査結果
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